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の健康や権利が侵害されている事例などが想定される。こうした個別事例

の検討から地域の課題も浮かび上がってくる。 

また、地域包括支援センターは、支援を受けたい高齢者の相談窓口の役

割を担うこととされており、相談においては②で把握した関係機関の紹介、

仲介等を行うことも必要である。 

 

⑤ 地域での課題の抽出・解決 

②で把握した社会資源と住民ニーズの差、また④の地域ケア会議におけ

る個別ケースの協議等から、例えば見守りや買い物支援等のインフォーマル

なサービス資源の不足や、健康づくりの取組への参加者が少ない、低所得の

要介護者向け住宅が少ないなどの地域の課題が浮かび上がってくる。③の市

町村レベルのネットワーク会議で地域の課題を確認し、優先順位を含めその

解決策を検討することが必要である。 

 

⑥ 基盤等の整備 

⑤で抽出された課題の解決のため、必要なサービス基盤の整備を図る。 

医療、介護、予防、生活支援、住まいのうち、どの分野から整備を図るか

は、地域の状況によって異なるが、「第２章 １ 現状の問題点とシステム

構築後の姿」で見たように、まずは医療と介護の連携をしっかり行う必要

があることから、医療と介護の連携 → 予防（健康づくりを含む）→ 生活

支援、住まいの順で、必要な基盤整備に取り組むことが適切と思われる。 

 

○ 地域包括ケアシステムの構築に当たっては、「社会資源・住民ニーズの把握、

個別ケースの検討」→「課題の抽出、解決策の検討」→「基盤等の整備」→

「社会資源・住民ニーズの把握、個別ケースの検討」というＰＤＣＡサイク

ルにしたがって進めていくことが重要である。 

対応策が適切であったか、効果が表れているかについては、定期的に実施

される日常生活圏域ニーズ調査や、地域ケア会議における個別事例の検討を

通じた地域のニーズの把握によりチェックしていく必要がある。 

なお、参考として厚生労働省の「地域包括ケアシステム構築のプロセス（概

念図）」を次頁に示しておく。（図 18） 
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資料：厚生労働省

〔図 18〕


